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■ SPモードによる周波数共用検討（机上検討）の実施状況

【１】ＡＦＣ（米国）の国内適応に関する調査・検討状況
米国におけるＡＦＣのシステム構成、周波数共用計算に用いられる干渉保護値（I/N＝-6dＢ）、

電波伝搬モデルの中にパターン化されたクラッタモデルを含むＩＴＭ（Irregular Terrain Model)が用
いられていることなどの技術的要件を把握しつつ、国内でＡＦＣを適用する場合、これに必要と考えら
れる技術的要件項目の抽出するとともに、ＡＦＣの運用課題・考え方などについて議論を開始。
⇒ 本抽出事項は、現時点で電波天文の保護に関する技術的要件は抽出未了であり、今後、これを補いつつ整理内容を精査して

いく。（別添１参照)
⇒ ＡＦＣの運用課題と課題に対する考え方の案(別添３参照)が示され、近日、詳細検討を予定。

【２】ＳＰモードによる周波数共用に関する机上検討状況
米国におけるＳＰモードによる無線LANの送信可能な最大送信電力は４Ｗであるが、本調査検討会

では、電波法に基づく国内での免許を要しない無線局の現状などを踏まえ、送信電力を最大１Ｗとし、
既設の固定マイクロ回線及び電波天文と無線ＬＡＮとの間での干渉検討（シミュレーション検討含む）
を実施している。（実施例：別添２参照）
この中で、干渉計算においては、電波伝搬モデルの一部においてITU-Ｒ.P452とITMの両方のモデル

でシミュレーションを行ったところ、ほぼ同じ結果が得られたこと、国内では専らITU-R.452が用いら
れて来ていること等から、 ITU-R.452モデルを用いることが適当と整理された。
⇒ 本検討では、シングルエントリーでの許容干渉量（I/N＝-10dB）（米国： I/N＝-6dＢ）を用いて行っているが、今年3月

までに国内での技術的条件として当該許容干渉量や干渉計算に用いる電波伝搬モデル、アグリゲート干渉計算の必要性など
の見極めに向けて、実証試験（2月,3月）を交えて検討を進めていく。

「6GHz帯における無線LANの周波数拡張の検討に資する調査」のための調査検討会（座長:
梅比良教授(南山大学))において昨年9月から検討中。
ＳＰモードでの周波数共用検討では、米国で先行導入の動きのあるＡＦＣの適用の必要性/可能性
を含めて調査・検討を進めている。これまでの調査・検討状況を以下に示す。



ＡＦＣの適用に関する技術的要件の検討
今後のAFCの技術的要件をの検討のための素案を、AFC System及びSPモードデバイス の技術的要件と
AFC Systemの決定すべき技術的要件項目に分けてまとめた。
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内容

1 AFC Systemの技術的要件

1) デバイスのSPモードでの運用許可、AFC Systemへの登録を実施。

2) SPモードデバイスからの設置場所データとともに要求を受けることにより、免許
局データベースにある対象周波数における保護されるべきサービスを確認する。

3) その設置場所において、定義された伝搬モデルと干渉保護基準を用いて、そ
れぞれの場所での許容周波数と各周波数範囲の許容最大出力を計算し、
数値を決定しデバイスに回答する

4) 登録された情報は、一定期間※１は保持しておく。
※１：FCC規則では、SPモードデバイスが最後に接続した日から3か月は登

録情報を保持する。

5) 要求してきたデバイスの認証IDが、機器認証データベースで有効であることを
確認する。

6) AFC Systemからの要求により干渉を与える特定のデバイスに対し、アクセ
スを拒否することができる。

7) AFC Systemから許可を与えた稼働中デバイスに対し、中断を含めた制御
を行うことができる。

内容

2 SPモードデバイスの技術的要件

1) 6GHｚ帯対象帯域外の無線又は有線の通信リンクを介してAFC Systemに
アクセスし、登録ができること。

2) SPモードデバイスは最初のサービス開始（送信）、又は、場所を変更した後の
サービス開始（送信）前にAFC Systemへ登録、承認を得なければならない。
その場所における使用可能な周波数リストと最大送信出力を取得する。

3) 登録・承認を受けた場所における使用可能な周波数リストと最大送信出力の
許可内容に従った動作をする。

4) 地理的位置情報機能を持つ。
内部で位置情報機能を持つか、外部の位置情報機能を持つデバイスから取得
する。又は、サービスに安全に接続して自動的に位置情報を取得できる。

5) SPモードデバイスはAFC Systemにデバイスが設置される場所の地理的位置
情報（緯度経度）アンテナ高、機器認証 ID、製品のシリアルナンバーを登録
しなければならない。これらのパラメーターが変更された場合には、変更後の情
報をAFC Systemへ正しく供給されなければならない。

6) 定期的に※２AFC Systemに接続し、許容周波数、許容最大出力の確認を
行い、状況変化（免許局の追加等）に対応する。
※２：FCC規則では、１回/日の確認が求めらている。

内容 内容

3 AFC Systemの決定すべき技術的要件項目

1) SPモードデバイスの最大送信出力の値
e.i.r.p.  xx dBm 
PSD     xx dBm/MHz

3) 伝搬モデル
伝搬ロスに関し、SPモードデバイスとFS受信アンテナの間の距離（d）を基に距離区分を
行い、それぞれの区分における規定に従い計算ための各区分の適用規格を決定する。

2) 干渉保護基準 I/Nの値
同一チャネル干渉基準I/N=xx dB
隣接チャネル干渉基準I/N=xx dB

4) 干渉保護の判定方法
許容最大出力を決めるための条件式を確立する。
パッシブサイトがあるパスの場合は、それを考慮して干渉保護の判定方法を決定する。※：“xx”を決定する

※：“xx”を決定する

別添１
調査検討会
第３回親会会合(R5.1.25)資料（抜粋）



調査検討会
第３回親会会合(R5.1.25)資料（抜粋）
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調査検討会
第３回親会会合(R5.1.25)資料（抜粋）

別添３

AFC運用に関する諸課題と考え方（ＡＲＩＢ無線ＬＡＮシステム開発部会）
課題 考え方

AFC運用周波数帯 5925 – 6425 MHz、6570 – 6870 MHz

AFCシステム構成 適切なコストと信頼性での運用が必要。海外（米国等）で無線LAN運用を目的として導入した実績のあるシステム構成を
ベースとする方法が望ましい。

AFC運用方法 基本的に米国で導入されているシステムと同等が望ましい。（干渉量を計算する伝搬モデルや共用条件、共用可否判断の
ためのパラメータ・判定基準については日本の状況に合わせた検討が必要）

干渉量を計算するための伝搬モデル

国内での固定系システムとの議論を踏まえ以下を提案する:
30 mまで：自由空間モデル
30 m – 1 km: WINNER II
< 1 km: ITU-R P.452 (米国ではITM) + ITU-R P.2108クラッター
*伝搬モデルの詳細パラメータについては別途検討
** 電波天文への伝搬モデルは別途議論中

許容干渉量
I/N = - 10 dB (電波天文に対してはITU-R Rec.RA769の基準を適用)
(米国では - 6 dBの基準が使用されているが、国内のシングルエントリーでの基準値および複数局からの干渉および位置精度
を考慮した上でマージンが確保されていることを踏まえて決定）

アクセスポイントの位置精度

米国で導入されているシステムと同等が望ましい：
アクセスポイントの位置を自動的に決定するために、メートル単位の測定を95% の信頼度で行うことが出来る内臓
された位置測定機能、または外部にセキュアに接続された位置測定装置やサービスを使用する。電源オフ状態からの
起動時に、位置とその精度をAFC システムに報告する。手動入力は許可しない。

無線LANからのアグリゲート干渉 シングルエントリにおける許容干渉量が十分なマージンを持っていることで、アグリーゲート干渉の計算は不要とし、シングルエントリー
の計算のみで判定することとしたい。

建物侵入損の適用 5925 – 6425 MHzのLPIモードの屋内利用限定のための基準を満たしているアクセスポイントについては建物侵入損を
加味した干渉量の計算は可能。(参考：米国でのデフォルト値は20.5 dB)

SPモードの最大e.i.r.p. e.i.r.p.：36 dBm (空中線電力 30 dBm)

固定衛星との干渉 固定衛星との干渉については、昨年度の調査検討会での共用検討でSPモードを含めて共用可能との結論が出ているため、
AFCシステムを利用する必要はない。
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